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研究課題名：ゲノム編集法を用いた放射線感受性の個人差を規定する遺伝的要因の同定 

研究代表者（研究機関名）：松浦 伸也（広島大学） 

研究期間及び研究費：平成２６年度～平成２８年度（３年計画）  ６１百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 モデル細胞とヒト細胞を準備してその放射線感受性を定量的に測定するこ

とにより、放射線感受性の個人差を規定する主要な遺伝的素因を同定するこ

とを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）一塩基編集技術の開発とモデル細胞の作製 

２）放射線高感受性が予想されるヒト細胞の収集 

３）放射線感受性の定量的評価 

２．総合評価  目標は十分に達成されており、また、大学院生等の若手研究者の育成もな

されていることを評価する。 

 広島大学らしい、専門家が協力した研究であり、今後は３つの研究開発項

目をどのように融合していき、放射線感受性の個人差を規定する遺伝的要因

の同定を実現するか、発展に期待したい。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
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